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1.研究背景 

 名古屋大学の小型トカマク装置 HYBTOK-

Ⅱ[1]は円形断面のリミター配位であり、位置制

御なしではプラズマ水平位置が移動してしま

う。当初設置されていたフィードバック制御シ

ステムが故障したために、各時刻の垂直磁場コ

イル電流値を事前に指定するプレプログラム

方式で位置制御を行ってきたが、放電再現性が

悪く精度の高い物理実験を行うことが困難に

なっていた。そこで本研究では新たに水平位置

フィードバック制御システムを構築すること

を目的とする。 

 

2. HYBTOK-Ⅱのプラズマ水平位置制御実験 

 HYBTOK-Ⅱのプラズマ水平位置制御系を図

1に示す。HYBTOK-Ⅱでは二つの磁気プローブ

で垂直磁場を計測している。この計測データか

ら円形断面トカマクモデルに従い水平位置を

推測し、平衡に必要だと計算されたコイル電流

値を電源に送る制御システムを新たに開発し

た。制御ボードとしてアナログ入出力が出来る

Arduino を採用した。ま た開発ツール に

MathWorks社のシミュレーションツールである

Simulinkを用いて、Arduinoに制御プログラムを

書き込むことで制御を行った。Simulinkを用い

ることで、シミュレーション上で制御プログラ

ムの開発を行うことができ、Arduinoに簡単に実

装することが出来る。この制御システムを用い

てHYBTOK-Ⅱで制御量を垂直磁場コイル電流、

被制御量をプラズマ水平位置とした比例(P)制

御によるプラズマ水平位置制御実験を行った。 

 
図１ HYBTOK-Ⅱのプラズマ水平位置制御系 

実験結果を図2に示す。フィードバック制御無

しと比較してフィードバック制御有りではプ

ラズマの水平位置が安定していてプラズマの

放電時間が延び、制御の効果を確認できた。 

 
図２ HYBTOK-Ⅱプラズマ水平位置制御実験結

果 

今後は比例積分(PI)制御導入等により、現システ

ムでは未達成のプラズマ電流変化を伴う位置制

御を目指す。 
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